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研究成果の概要（和文）：「企業による品質選択を考慮した場合、費用変化による価格や余剰への影響は市場の
特徴（企業数や需要関数の形状など）とどのような関係を持つか」という問いについて実証的に明らかにするこ
とを目指して研究を実施した。

研究期間中の主な成果は以下の2点である。第1に、需要モデルを推定するための新たな推定方法を考案した。第
2に、実証分析に用いる変数選択や推定結果の解釈において必要となる理論的枠組みについて、既存のものを企
業による品質選択がある場合へ拡張した。それに基づき、その場合の費用変化の影響について理論的に整理し
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to empirically investigate how a cost shock 
affects price and welfare in the case where firms decide not only on price but also on quality. In 
particular, this study attempts to examine how these effects of a cost shock depend on market 
characteristics such as the number of firms and the functional form of demand.

The main outcomes of this study to date are twofold. First, I have established a new method for 
estimating a widely used class of demand models. Second, I have extended a theoretical framework 
needed to consider the variables used in the empirical analysis and to interpret the empirical 
results. In the extended framework, quality is endogenously determined by firms, while it is treated
 as exogenous in the existing framework used to investigate the effects of a cost shock.

研究分野：実証産業組織論

キーワード： パススルー　品質選択　離散選択モデル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
主な成果のひとつである新たな需要推定方法は、幅広い産業の需要推定において標準的に用いられているランダ
ム係数ロジットモデルに関するものであり、多様な文脈で利用可能なものである。

もうひとつの主な成果は、費用変化の影響を考えるための理論的枠組みを、企業による品質選択のある場合へと
拡張したことである。生産に関する規制や税は、生産者にとって、原材料費などの費用の増加と同じ意味合いを
持つ。したがって、そのような政策の影響を予測するためにも、費用変化による影響の理解は重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
生産に関する規制や税は、生産者にとって、原材料費などの費用の増加と同じ意味合いを持つ。
したがって、それらの政策の影響を予測するためには、費用が価格へどれほど転嫁されるか（パ
ススルー）、そして、余剰損失という負担が消費者と生産者のあいだでどのように分担されるか
（帰着）の理解が必要となる。パススルーや帰着が、競争の度合いや需要関数の形状といった市
場特徴とどのような関係にあるかについては、近年、一般的な理論モデルで整理されつつある。 
 
しかし、これまでの研究では価格への影響に焦点が当てられ、企業は価格だけではなく、しば
しば品質も決めているという視点が欠けてきた。税や費用が増えたときには、価格の上昇だけで
はなく、品質の低下という形で消費者に悪影響が及ぶこともありうる。たとえば、ヨーグルトな
ど食品の 1 パッケージあたりの容量は、ある種の品質とみなすことができる。原材料費が上が
ったときに容量が減らされるというケースは、現実にしばしばみられる。このような状況におい
て、増税時の価格変化だけに注目するのでは、増税による消費者への悪影響の大きさを十分に把
握できない。さらに、品質変化に応じて、企業にとっての最適な価格も変化しうる。したがって、
費用変化による品質変化を考慮に入れることで、その帰着だけではなくパススルーに関するこ
れまでの結論も変わりうると考えられる。本研究は、企業による品質決定を考慮に入れた場合に、
市場の特徴（競争の度合いや需要関数の形状など）によってパススルーや帰着がどのように変わ
るか、を根本の問いとして研究を開始した。 
 
 
２．研究の目的 
 
 上述のとおり、これまでのパススルーや帰着についての研究では、基本的に企業による品質決
定を捨象したモデルで分析されてきた。そのような設定においてですら、古くからの研究蓄積の
上で、一般的な理論モデルで議論が整理されてきたのはようやく最近のことである。最終的には
そのように一般的な理論モデルでの整理を目指すとしても、それは容易な仕事ではないと予想
される。したがって、その第 1歩として、本研究では品質決定を考慮した場合のパススルーや帰
着についての実証的な知見を得ることを当初の研究目的とした。より具体的には、以下 3 点を
実証的に明らかにすることを研究目的とした。 
 
(1) 費用変化がどのように品質に反映されるか 
(2) 企業による品質決定を考慮することで、それを捨象した場合に比べて、パススルーや帰着が
どのように変わるか 

(3) 市場の特徴（競争の度合いや需要関数の形状など）によって、(1)や(2)の結論がどのように
変わるか 

 
 
３．研究の方法 
 
企業による品質決定を考慮した場合のパススルーや帰着についての実証的な知見を得るため、
航空旅客産業のデータを用いた実証分析を行うことを目指した。その主な理由は次の 2 点であ
る。第 1は、品質指標が利用可能なことである。航空旅客産業については、1日当たりのフライ
ト数がこの市場における重要な品質指標となっていて、旅客需要に大きく影響を与えることが
知られている。フライト数が多いほど、旅客は自分の予定に適した到着時間のフライトを選びや
すくなるためである。そして、1日当たりのフライト数は、路線別航空会社別に、時刻表などか
ら包括的なデータを入手できる。第 2は、特徴の異なる多数の市場（路線）が併存していること
である。そのため、市場特徴とパススルーや帰着の関係を分析することに適している。たとえば、
ANA だけしか運航していない路線と、ANA と JAL の複占路線、また、それらに加えて LCC も運航
している路線とで、パススルーや帰着がどのように異なるかを調べることができる。また、路線
によってビジネス客と観光客の比率が異なり、そのため、運賃やフライト数に対する反応の強さ
といった需要関数の性質が異なると予想される。この点を利用することで、需要の特徴とパスス
ルーや帰着との関係性を検証できる。 
 
本研究では、特に燃油費の変動による影響の分析を目指した。燃油費は航空会社の営業費用の
約 30%を占める重要な費用項目である。そして、燃油価格は国際情勢などに応じて乱高下してい
る。したがって、燃油費の変動が価格（運賃）や品質（フライト数）に影響を与えているとする
と、それがデータにも現れていることが期待できる。 
 



 具体的には以下のような流れの分析を予定していた。必要なデータセットを整備した上で、燃
油価格の変動による運賃やフライト数への影響の推定を試みる。まずは「誘導形」分析（導出さ
れた推定式に基づく回帰分析）を行う。それによって、競争状況（例：運航企業の組）や需要の
特徴（例：ビジネス客の比率の違いがもたらす運賃・フライト数への反応の違い）といった路線
特徴と、燃油費の価格・品質へのパススルーとの関係をデータから明らかにすることを目指す。 
 
 続いて、燃油費の帰着、すなわちそれが上昇した場合に旅客と航空会社がどのような割合でそ
の負担を担っているかを明らかにすることを目指す。その際には、消費者余剰および生産者余剰
の数値化が必要となる。しかし、それら（特に消費者余剰）を直接データとして得ることは難し
い。そのため、需要と供給の構造モデルを定式化し、そのパラメーターを推定する。そのモデル
によって余剰の推定が可能となる。それを用いて、燃油費上昇によって消費者余剰および生産者
余剰がどのように変化したかを推計する。 
 
 
４．研究成果 
  
 補助事業期間全体を通しては、研究を進める中で、当初予定していなかったふたつの方向への
研究アイデアが浮かび、まずはそれらを形にすることを優先した。いずれの研究も本研究課題の
実証分析をおこなう上で必要なものと位置づけられる。具体的には、(1)需要推定方法の改良と
(2)理論的枠組みの構築である。 
 
(1) 需要推定方法の改良 
 
 まず、利用可能なデータに基づく旅客需要モデル推定の方針を検討していくなかで、既存の手
法を改善できることに思い至った。そのため、2020 年度から 2021 年度にかけてはその確立に優
先的に取り組んだ。 
 
 具体的には、幅広い産業の需要推定において標準的に用いられているランダム係数ロジット
モデルについて、いくつかの条件（追加的なデータが利用できるなど）を満たす状況であれば使
うことのできる方法を確立した。その方法を使うために追加的に必要とされるデータは、公的な
統計調査や POS データなどから得られる可能性も十分ある形式のものである。したがって、航空
産業に限らず、幅広い産業の需要推定において利用できる方法である。その成果をまとめた論文
は、日本経済学会などで発表し、産業組織論の有力査読誌のひとつであるInternational Journal 
of Industrial Organizationに掲載された（Doi, Naoshi, 2022, “A simple method to estimate 
discrete-type random coefficients logit models,” International Journal of Industrial 
Organization, 81, 102825）。 
 
(2) 理論的枠組みの構築 
 
 また、実証分析に用いる変数などについて検討するために既存の理論研究を確認していくな
かで、理論的枠組みを拡張する必要性とその方法に思い至った。そのため、2021 年度から 2023
年度にかけてはそのような拡張とその理論モデルに基づく考察に優先的に取り組んだ。 
 
 より具体的には、従来の品質外生の場合のパススルーの理論を、企業が品質選択をおこなう場
合へと拡張したうえで、品質内生時の費用変化による価格・品質への影響に関する理論分析をお
こなった。そこで得られた主な結果のひとつは、品質内生の場合、費用が増えたときに価格が下
がることがあるということである。既存研究における品質外生の設定では、通常、費用増により
価格は上がる。しかし、品質内生の場合、費用増のもたらす品質低下が、価格を下げるように働
く可能性がある。そのような働きが十分強くなるような状況では、費用増によって価格が上がら
ず、むしろ下がるということも起こりうることが分かった。また、ほかの結果として、状況によ
っては費用増で品質が上がるようなこともあることが示された。これらの結果をまとめた論文
を日本経済学会などで発表し、ワーキングペーパーとして公開（Doi, Naoshi and Tetsuya 
Shinkai, 2023, “Pass-through with Endogenous Quality”, SSRN Electronic Journal）し
たうえで、英文査読誌に投稿した。 
 
今後、その理論モデルを土台とし、考案した需要推定方法を用いながら 3.で記した方法に沿
った実証分析を引き続き進めていく予定である。 
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